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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
三
重
を

皆
さ
ん
と
と
も
に

新
年
͋
͚
ま
し
て
͓
め
で
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

本
年
４
月
18
日
、
三
重
県
は
誕
生
か
ら
１
５
０

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
県
の
ൃ
ల
を
支
え

て
き
た
先
人
の
歩
み
、
そ
し
て
日
々
の
生
׆
を
क

り
Ӧ
Μ
で
き
た
県
民
の
օ
͞
Μ
の
͓
力
が
、
今
の

三
重
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
અ
໨
の
年
に
、

͋
ら
た
め
て
ਂ
く
ײ
ँ
ਃ
し
্
͛
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
औ
り
ר
く
؀
ڥ
は
େ

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
物
Ձ
の
ߴ
ಅ
、
ࢠ
育
て

や
ڭ
育
の
ෛ
୲
、
ϝ
Ψ
ι
ー
ϥ
ー
な
ど
େ
ن
໛
։

ൃ
の
ঢ়
گ
、
֎
ࠃ
人
ॅ
民
に
ؔ
す
る
യ
然
と
し
た

ෆ
҆
と
い
っ
た
、
生
׆
に
਎
ۙ
な
՝
୊
・
テ
ー
マ

を
८
っ
て
͓
೰
み
の
੠
な
ど
が
ଟ
数
寄
ͤ
ら
れ
て

い
ま
す
。
県
民
の
օ
͞
Μ
の
੠
を
ਅ
᎜
に
ड
͚
ࢭ

め
、
暮
ら
し
の
҆
શ
・
҆
৺
に
つ
な
が
る
औ
り
૊

み
を
ண
࣮
に
ਐ
め
て
い
か
な
͚
れ
͹
な
り
ま
ͤ
Μ
。

௕
Ҿ
く
物
Ձ
ߴ
な
ど
、
ݫ
し
い
ࣾ
ձ
৘
੎
か
ら

県
内
産
業
や
ޏ
༻
を
क
り
ൈ
く
た
め
の
औ
り
૊
み

と
し
て
、
地
域
の
未
来
を
支
え
る
中
খ
ا
業
へ
の

支
ԉ
を
ଓ
͚
る
と
と
も
に
、
自
ಈ
ं
や
൒
ಋ
ମ

な
ど
੒
௕
෼
໺
の
振
ڵ
に
औ
り
૊
み
ま
す
。
ま
た
、

新
ٕ
ज़
を
༻
い
た
೶
業
・
ਫ
産
業
の
࣮
ূ
や
、
؀

ڥ
変
化
に
ର
Ԡ
し
た
඼
छ
։
ൃ
な
ど
、
೶
ྛ
ਫ
産

業
の
࣋
ଓ
త
な
ൃ
ల
に
औ
り
૊
み
ま
す
。
͞
ら
に
、

三
重
県
の
ओ
ཁ
産
業
の
一
つ
で
͋
る
؍
ޫ
産
業
に

つ
い
て
は
؍、
ޫ
イ
ン
ϑ
ϥ
の
整
උ
や
େ
౎
ࢢ
・ݍ

ւ
֎
へ
の
ϓ
ϩ
Ϟ
ー
γ
ἀ
ン
を
一
૚
ਪ
ਐ
し
、
イ

ン
ό
΢
ン
υ
も
ؚ
め
た
͞
ら
な
る
༠
٬
に
औ
り
૊

み
ま
す
。

ࢠ
育
て
・
ڭ
育
の
支
ԉ
で
は
、
県
の
ิ
ॿ
ۚ
を

׆
༻
し
、
֤
ࢢ
ொ
に
͓
い
て
、
ࢠ
ど
も
・
ࢠ
育
て

支
ԉ
の
新
し
い
औ
り
૊
み
が
࢝
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
ޙ
も
、
ࢢ
ொ
と
࿈
ܞ
し
て
ࢠ
育
て
し
や
す
い
؀

ڥ
整
උ
を
ਐ
め
る
と
と
も
に
、
ֶ
ͼ
の
ଟ
༷
化
や

ෆ
ొ
ߍ
ࣇ
ಐ
生
ె
へ
の
支
ԉ
、
い
じ
め
ର
ࡦ
な
ど

に
औ
り
૊
み
ま
す
。

ϝ
Ψ
ι
ー
ϥ
ー
な
ど
の
ଠ
ཅ
ޫ
ൃ
ి
事
業
に
つ

い
て
は
、
生
׆
・
自
然
؀
ڥ
の
Ө
ڹ
な
ど
に
ର
す

る
地
域
の
ݒ
念
が
生
じ
て
い
る
ྫ
も
見
ら
れ
る
た

め
、
Ψ
イ
υ
ϥ
イ
ン
の
ڧ
化
や
؀

ڥ
Ξ
η
ε
ϝ
ン
ト
の
ద
༻
ର
৅
の

֦
େ
を
ਐ
め
ま
す
。

֎
ࠃ
人
の
ड
͚
ೖ
れ
に
ؔ
し
て
は
、
ඞ
ͣ
し
も

事
࣮
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
4
/
4
な
ど
の

৘
ใ
に
よ
り
、
യ
然
と
し
た
ෆ
҆
を
๊
え
る
人
が

ଟ
い
中
、
ࠃ
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ࣾ
ձ
を
め
͟
す

の
か
、
ࠃ
民
に
ର
し
て
ϝ
ỽ
η
ー
δ
を
ൃ
す
る

よ
う
ࠃ
に
ಇ
き
か
͚
て
い
る
と
こ
Ζ
で
す
。
一
ํ
、

本
県
の
ܦ
ࡁ
੒
௕
に
֎
ࠃ
人
ࡐ
は
ඞ
ཁ
ෆ
Մ
ܽ
な

ଘ
ࡏ
で
す
。
֎
ࠃ
人
の
૬
ஊ
ମ
੍
や
日
本
語
ڭ
育

支
ԉ
な
ど
、
ड
ೖ
؀
ڥ
を
整
え
、
֎
ࠃ
人
ॅ
民
の

ํ
々
を
ؚ
め
୭
も
が
҆
৺
し
て
暮
ら
ͤ
る
地
域
づ

く
り
を
ਐ
め
ま
す
。

զ
が
ࠃ
࠷
େ
の
՝
୊
で
͋
る
人
ޱ
ݮ
গ
は
、
ࠃ

を
ڍ
͛
て
ର
ࡦ
を
ਐ
め
る
ඞ
ཁ
が
͋
り
ま
す
。
本

県
も
、
δ
ỻ
ン
μ
ー
Ϊ
Ỿ
ỽ
ϓ
ղ
ফ
ࢪ
ࡦ
の
ਪ
ਐ

や
Ҡ
ॅ
の
ଅ
ਐ
な
ど
、
୭
も
が
自
෼
ら
し
く
׆
༂

で
き
る
؀
ڥ
づ
く
り
を
ਐ
め
ま
す
。
ま
た
、
࣋
ଓ

Մ
ೳ
な
地
域
ެ
ڞ
ަ
通
の
࣮
ݱ
を
め
͟
し
、
ެ
ڞ

ϥ
イ
υ
γ
ỻ
Ξ
の
ಋ
ೖ
な
ど
、
日
ৗ
生
׆
に
ෆ
Մ

ܽ
な
Ҡ
ಈ
ख
ஈ
の
֬
อ
に
औ
り
૊
み
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
໋
と
ଚ
ݫ
を
क
る
た
め
、
ೆ
ւ

ト
ϥ
ϑ
地
਒
な
ど
の
自
然
災
害
に
උ
え
る
๷
災
ର

ࡦ
や
イ
ン
ϑ
ϥ
整
උ
、
ҩ
ྍ
・
介
ޢ
人
ࡐ
の
֬
อ
、

「
Χ
ε
λ
マ
ー
ϋ
ϥ
ε
ϝ
ン
ト
๷
ࢭ
৚
ớྫ
Ծ
শ
Ờ」

の
੍
定
、「
ࢠ
ど
も
を
ٮ
଴
か
ら
क
る
৚
ྫ
」や「
三

重
県
ੑ
๫
力
の
ࠜ
ઈ
を
め
͟
す
৚
ྫ
」
に
基
づ
く

औ
り
૊
み
な
ど
を
ண
࣮
に
ਐ
め
て
い
き
ま
す
。

県
民
の
օ
͞
Μ
と
と
も
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
՝

୊
に
向
き
合
い
、
҆
৺
し
て
暮
ら
ͤ
る
三
重
、
未

来
に
希
望
を
࣋
て
る
三
重
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
が
օ
͞
Μ
に
と
っ
て
、
݈
や
か
で
Թ
か

い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
৺
よ
り
͓
ف
り
ਃ
し
্

͛
ま
す
。

三
重
県
知
事

一
見
勝
之

知
事
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

݄߸
1

三
重
県
広
報
紙

毎
月
１
日
発
行
／
毎
月
第
１
日
曜
日
新
聞
折
込

県のςϨϏ
ϥジΦ൪૊

Αしܑ͓さΜの΋っͱ lみえzਪしʂ
	 ใ道৘ใϫイυ൪組「νϟント！」内

水༵ 16࣌ 30෼͝Ζʙ

三重県かΒの͓知Βせ
݄༵ʙ༵ۚ 7࣌ 43෼ʙ

ௌいͱ ʂ͜ 知っͱ ʂ͜1
ςϯϛχοπ

0NJOみえʂ
第1・3・5 Ր༵ 1�࣌ 22෼ʙ

県政ͩΑり みえ 第3日༵　1�࣌ 45෼ʙ
ᶃཌՐ༵ 10࣌ 15෼ʙ
ᶄཌ݄༵ʙ༵ۚ ̔࣌ʙɺ16࣌ 45෼ʙ

再
放
送 ˞祝日をআく（第̎νϟンωル）

三
重
テ
レ
ビ

C
B
C
テ
レ
ビ

F
M
三
重
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2県੓ͩより みえ　ྩ和̔೥ 1 ݄号

さまざまな困難に立ち向かってきた「歴史」

先人が守り、築き上げてきた「自然・文化・暮らしの基盤」

多くの人々を魅了してきた「県内イベント」

戦争
過去から学び、平和をつなぐ

自然と文化
守り、未来へつなぐ

1975年
第30回国民体育大会

（みえ国体）の
開催

1994年
世界祝祭博覧会

（まつり博・三重’94）の
開催

2016年　2023年
Ｇ７伊勢志摩サミット

Ｇ７三重・伊勢志摩
交通大臣会合の開催

2026年４月18日
タイムカプセルを

開封します

災害
過去を教訓に、未来を守る

インフラ
暮らしを支え、未来を拓く

　太平洋戦争中、四日市市や津市などでは空襲が
あり、多くの尊い命と暮らしが奪われました。戦争
により建物や街並みは破壊され、生活の基盤は深く
傷つきましたが、戦後、県民が力を合わせて復興
に取り組みました。

　先人たちの努力により豊かな自然と伝統的な文化
が受け継がれ、育まれてきました。戦後初の国立公園
として指定された「伊勢志摩国立公園」、世界遺産に
登録された「熊野参詣道伊勢路（熊野古道）」など、
三重の自然と文化の価値は世界にも認められています。

　1975年、「第30回国民体育
大会（みえ国体）」が開催され、
２万人を超える選手らを受け
入れました。この国体を契機と
して、県内の道路網など施設
整備も進展しました。

　1994 年、世界祝祭博覧会
（まつり博・三重 ’94）が開催
されました。108日間の開催
期間中に約 350万人が来場。
国内外の多くの人々を魅了しま
した。

　2016 年には「Ｇ７伊勢志摩
サミット」、2023 年には「Ｇ７
三重・伊勢志摩交通大臣会合」
が開催され、三重県は世界の
注目を集めることとなりました。

　三重県誕生100周年となる
1976年の10月９日、未来へ
の夢のプレゼントとして県庁
前にタイムカプセルが埋設され
ました。このタイムカプセルは
2026年４月18日に開封する
予定です。

　1959 年９月に発生した伊勢湾台風がもたらした
被害は甚大で、被害額は現在の価値に換算すると
８兆7,000 億円に上るとされています。被害の大き
かった長島町の学生が伊勢市へ避難するなど、県内
では助け合いの輪が広がりました。

先人の不断の努力により生活道路網、高速道路網、
鉄道網、電気、水道などの生活基盤が整備され、私
たちは豊かな暮らしを享受することができています。
　また、こうしたインフラは人やモノの流れを活発に
し、三重の産業活動を支えています。

Ｇ７三重・伊勢志摩
交通大臣会合

Ｇ７伊勢志摩
サミット

四日市石油化学コンビナート

1959 年　甚大な被害をもたらした伊勢湾台風1945 年　空襲で焼け野原になった津市の市街地
（写真：太田金典）

1946 年　伊勢志摩国立公園誕生

1993 年
伊勢自動車道
全線開通

2004 年
熊野参詣道伊勢路
（熊野古道）
世界遺産登録

ಛçू

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
、
未
来
を
拓ひ

ら

く

三
重
県
誕
生
１
５
０
周
年

 059・224・2025　 059・224・2069　  mie150th@pref.mie.lg.jp政策企画部 企画課問い合わせ先

三重県は誕生から１５０周
年を迎えます。
先人たちの歩みを振り返
り、感謝の気持ちを心に
刻むとともに、次世代を
担う子どもたちが誇りを
持って暮らせるよう、素晴
らしい三重の歴史を未来
につないでいきます！

知事メッセージ

三重県の主な出来事
1876年　三重県誕生
1882 年
自然 日本初の公認海水浴場

二見浦海水浴場開設
1893 年
文化   御木本幸吉が世界初の半円真珠

養殖成功
1899 年
暮らし 四日市港開港
1914 年
歴史 第一次世界大戦
1927 年
文化   普通選挙による初の県議会議員選挙
1936 年
イベント 四日市大博覧会開催
1941 年
歴史 太平洋戦争
1944 年
歴史 昭和東南海地震
1945 年
歴史 終戦
1946 年
自然 戦後初の国立公園に

伊勢志摩国立公園が指定
1947 年
暮らし 第一回三重県知事選挙
1953 年
歴史  第13号台風
暮らし 全国初の有料道路参宮有料道路開通
1959 年
歴史 伊勢湾台風
暮らし 国鉄紀勢線（現在のJR 紀勢本線）

全線開通
1967 年
歴史 四日市公害訴訟
1973 年
歴史 オイルショック
1975 年
イベント みえ国体開催
1976 年
イベント 三重県誕生 100 周年
1982 年
文化 県立美術館開館
1984 年
イベント   第４回全国豊かな海づくり大会開催
1987 年
イベント   鈴鹿サーキットＦ１グランプリ初開催
1989 年
文化 斎宮歴史博物館開館
1991 年
歴史 バブル経済崩壊
1993 年
暮らし 伊勢自動車道全線開通
1994 年
イベント 世界祝祭博覧会

（まつり博・三重 ’94）開催
2004 年
文化 熊野参詣道伊勢路（熊野古道）

世界遺産に登録
2008 年
歴史 リーマンショック
2011 年
歴史 第12号台風　紀伊半島大水害
2014 年
文化 県総合博物館開館
暮らし 紀勢自動車道（三重県内の区間）

全線開通
2016 年
イベント Ｇ７伊勢志摩サミット開催
2017 年
イベント 第 27 回全国菓子博覧会開催
2020 年
歴史 新型コロナウイルス感染症流行
2023 年
イベント Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合開催
2025 年
イベント   第44回全国豊かな海づくり大会開催
2026 年
イベント 三重県誕生 150 周年

令
和
８
年
４
月
18
日
、
本
県
は
誕
生
か
ら

１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

明
治
の
は
じ
め
に
誕
生
し
た
三
重
県
は
、

戦
争
や
災
害
な
ど
数
々
の
困
難
に
立
ち
向

か
い
な
が
ら
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
力
と
絆

に
よ
っ
て
今
日
の
姿
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
に
寄
り
添
い
、
文
化
を
育
み
、

産
業
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
整
え
て
き

た
先
人
た
ち
の
歩
み
は
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、

「
歴
史
」「
自
然
・
文
化
・
暮
ら
し
の
基
盤
」

「
県
内
イ
ベ
ン
ト
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
通

し
て
、
過
去
１
５
０
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
三
重
の
未
来
を
見

つ
め
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
で
も
、
人
と
人
、

地
域
と
地
域
が
支
え
合
い
、
希
望
を
紡
い
で

き
た
三
重
。
そ
の
物
語
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

新
た
な
一
歩
を
、
今
こ
こ
か
ら
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

※
「
県
政
だ
よ
り
み
え
４
月
号
」で
、
記
念
式
典

や
記
念
行
事
な
ど
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

「
１
５
０
年
」を
未
来
へ
つ
な
ぐ

ࣄ஌ݝॏࡾ
Ұݟ�উ೭

mailto:mie150th@pref.mie.lg.jp
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学
校
・
家
庭
・
地
域
で
支
え
る
！

子
ど
も
た
ち
の「
自
ら
学
ぶ
力
」と「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
」を
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「家庭での学習」の現状は？

平日の学習時間（1時間以上）

�

��

��

��

��

��

��

��

��

��

�

��

��

��

��

��

��

��

��

��

	�
	�
 34
三重県 શࠃ

3� 3� 3� 34 3� 3� 3�
三重県 શࠃ

中学校小学校

����������
�������� ��

����������

�������� ��
����������

����������
�������� ��

����������

����������
����������

����������
��������������������

����������
����������

����������

休日の学習時間（1時間以上）

北勢地域

中勢地域

伊賀地域

南勢地域
松阪地域

東紀州地域

�

૯߹ത෺ݝ ʢؗ.JF.Vʣ��� ���ɾ��8ɾ��8�　 ���ɾ���ɾ8�1�　 .JF.V!QSFG�NJF�MH�KQ問い合わせ先

　お正月に多くのご家庭で食べられる「お雑煮」。東と西の文化が交わる三重県では、地域
によって具材や味つけが少しずつ異なります。風土が映る“ふるさとの味”を地域ごとにのぞ
いてみましょう。

΋͠Ζ͓ͯͬࣽࡶॏͷ͓ࡾ ʂ͍
連載 第10回（全12回）

MieMu　三重のお雑煮 検索
M
み え む

ieMuの
「こども体験展示室」で、お雑煮の

レプリカを展示しています。

ਪਐϓϩδΣΫτνʔϜ্޲�学ྗہ຿ࣄҭҕһձڭ ���ɾ��4ɾ���1　 ���ɾ��4ɾ����　 HBLVQSP!QSFG�NJF�MH�KQ問い合わせ先

みえの学力向上
県民運動

Ͳ΋ͷҙཉ΍औり૊みͷաఔࢠ　
ΛೝΊɺྭ ·͠ ɺ๙Ί͍͖ͯ·͠ ΐ͏ ɻ

ʮͳ͔ͥͳʁʯʮͲ͏ͯͦ͠͏ͳΔͷ
͔ͳʁʯͳͲͷ੠ֻ͚͕ɺௐ΂Δश׳
ʹͭͳ͕り·͢ɻ

　ՈఉͰͷֶश࣌ؒΛ֬อ͠ɺςϨϏ
Λফ͢ͳͲڥ؀Λ੔え·͠ ΐ͏ ɻ
　ήʔϜ΍εϚϗͷ࢖༻ʹ͍ͭͯ
͸ɺ࿩͠߹ͬͯՈఉͷϧʔϧΛܾΊ
·͠ ΐ͏ ɻ

　ຖ೔΄΅ಉ͖࣌͡ىʹࠁɺ৸Δ
ͳͲنଇਖ਼͍͠ੜ׆Λ৺ֻ͚·
͠ΐ͏ ɻʮ͓͸よ͏ʯʮ͍ͨだ͖·͢ʯ

ʮ͖ͯͬߦ·͢ʯͰɺͪ࣋ؾよ͘Ұ೔
Λ࢝Ί·͠ ΐ͏ ɻ

家庭での時間の使い方 「平日の学習時間」と「平均正答率」の関係

ＳＮＳ利用や動画視聴の時間
（３時間以上）

授業時間以外に１時間以上学習する児童
生徒が年々減っています。

学校の授業時間以外での学習時間が長い
子どもたちほど、教科の平均正答率が高い
傾向が見られます。

学習習慣を身につけるために

平日のSNS利用や動画視聴などの
時間が３時間以上の児童生徒の割合
は、年々増加傾向にあります。

みえの学力向上 検索

毎日の習慣の積み重ねが、大きな成長につながります！
　子どもたちには、自ら成長する力と多くの可能性があります。毎日の家庭学習を続けることは、その力を伸ばす大切な第一歩です。
家庭学習の中で、計画を立てて行動する「自己マネジメント力」、課題を見つけて工夫・改善する「課題解決力」、集中して粘り強く
取り組む「集中力・忍耐力」といった力が育ち、ひいては自己肯定感の涵

かん

養
よう

につながります。
　これらは、社会で自立して生きるために欠かせない力です。ご家庭での毎日の小さな習慣の積み重ねが、子どもたちの未来を支え、
大人になって社会で生きる大きな力へとつながっていきます。

一緒にルールづくりを 子どもを褒める機会を！早寝早起き朝ごはん

令和7年度 全国学力・学習状況調査から

令和7年度 全国学力・学習状況調査から

令和7年度 第1回みえスタディ・チェックから

平日の学習時間（「普段１日当たりどれくらいの時間、勉強を
しますか」）の回答に対する、教科（算数・数学）の平均正答率
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□ お子さんは、いつも決まった時間や場所で宿題などをしていますか？
□ お子さんを見守る中で、意欲やがんばりを認める声掛けをしていますか？

□ お子さんがゲームやインターネットを利用するときのルールを決めていますか？
□ お子さんが１日にどのくらいの時間、ゲームやインターネットを利用して

いるか知っていますか？
□「早寝早起き朝ごはん」の生活リズムを整えられていますか？

「すましो・֯ ໫」が主流。おਖ਼݄に合わせて栽培される
「もちࡊ」を使う家ఉも多い。すましोに֯໫と༿෺໺ࡊ
を入れ、上からかつおぶしをかけるという、この地域の
おࣽࡶのఆܕは、໊ݹ԰のγンプルなおࣽࡶのӨڹを
डけていると思われる。

「すましो・֯໫またはؙ໫」が主流。۩ࡐには、༿෺
໺ࡊやനࡊが多く使われる。ௗӋ市の཭ౡにはあͣきを
用いたࣽࡶ、ௗӋ市やࢤຎ市の一部地域には、ؙ໫に
ᣐでたあͣきをのせた「あんͽん」が伝わるのも特௃。

「すましोまたはみそो・֯ ໫」が主流。௡市の市֗地
では、༿෺໺ࡊ入りのすましो、ࢁあいの地域では
大ࠜ・にんじん・ཬҶ入りのみそोが多い。๺੎と
ҏլ、྆方のおࣽࡶ文化のӨڹがみられる。

「みそो・ؙ໫」が主流。大ࠜ・にんじん・ཬҶに౾෗を加え
たおࣽࡶが多い。ؙ໫を上からԡした「Ֆびら໫」を使う家ఉが
あるのも特௃。また、໊ 張市を中心に、おࣽࡶの໫を取り出し、
きなこをまぶすという、ಸྑ県に多くみられるश׳も伝わる。

「すましो・֯໫」が主流。നࡊ、かま΅こ、きのこなど
が入った۩୔ࢁのおࣽࡶで、̔ ׂ近くの家ఉでനࡊを
入れるのが特௃。かま΅こܕにした໫を୺から切る

「Ͷこ໫」も、この地域ならではの໫のܗ状である。

「すましो・֯໫」が主流。ଞの地域とൺべて۩୔ࢁ
なのが特௃でࠨ、 のࣸਅのおࣽࡶにも、大ࠜ、にんじん、
ཬҶ、ご΅う、੨Ͷ͗、ほうれん૲、༉༲げ、かま΅こ、
ܲ೑と̕種類の食ࡐが使われている。

伊賀地域

東紀州地域

松阪地域

北勢地域

南勢地域

中勢地域

学ぶ力を育て、学習習慣を確立する授業づくりの推進
　子どもたちが学習習慣や生活習慣を自ら見直し、“計画・実践・振り返り”を通して
自己マネジメント力や自己調整力を高めるモデル校の取り組みを、県内の小・中学校へ
広げています。

学習習慣の確立に向けた保護者との連携
　学習習慣の確立に向け、三重県ＰＴＡ連合会の会議などで取り組みを紹介し、保護者
へのチラシ配布や動画の作成、みえの学力向上県民運動ホームページへの掲載など、
家庭と連携した取り組みを進めています。

県教育委員会
の取り組み

県政だより みえ　令和 8 年 1 月号�

https://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/
https://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/
mailto:gakupro@pref.mie.lg.jp
https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/p0031300121.htm
https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/p0031300121.htm
mailto:MieMu@pref.mie.lg.jp


動画΋ݟてͶʂ

旧国鉄名松線伊勢奥津駅給水塔
津市 　����೥��݄に։ۀ��प೥をܴえた+3

໊দઢ。ऴணӺʮҏ੎Ԟ௡Ӻʯに͋るڅਫౝ
͸、։࣌ۀにৠंؔػؾへڅਫするために
౔のྺ࢙తࠃ、てらΕました。����೥に͸ݐ
ܗのొ࿥༗ࠃ、༩するものとしてدに؍ܠ
จԽݐࡒ଄෺になり、໊দઢのྺ࢙を
見कりଓけています。౰࣌の
మಓ෩ܠをࠓに఻える஍Ҭの
ランυマーΫへͥͻ͓立ち
。りͩ͘͞いد

い せ おき つ

৔ॴ ௡ࢢඒਿொԞ௡�������
���・���・����（௡市໾所 ඒਿ૯߹ࢧ所）
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地域が元気になる農村の未来をつくりたい！

つ͡೶Ԃの஥ؒたち

σジλϧπʔϧを࢖う
⁋さん

ަྲྀΠϕント
「ແݶめし」の༷子

しているਓɾஂ体を঺հݙߩॏで஍Ҭのൃ展や՝題ղ決にࡾ

デジタル技術を取り入れた米作りや人との交流を通じて、
農村の可能性を広げています。

ձࣾつ͡೶Ԃࣜג
୅දऔక໾ ⁋

つ͡

ɹ෢
たけ

࢙
し

さん

つ͡೶Ԃ

΢Ϛ಄ࠎ

令和̒年度
ηϛφʔの༷ࢠ

ʮσδλϧٕज़ʯ̫ʮถ࡞Γʯͷ͖͔͚ͬ͸ʁ
　2016年まで愛知県の精密機械メーカ
ーで、品質管理や生産技術、海外営業など
を担当していました。出張先のヨーロッパ
のワイナリーで、夏はぶどうを育て、冬は
ワインを売る暮らしに出会い、すごく魅力
を感じました。それで「米作りをしている
実 家 なら同じことが で きるのでは」と
考えたのが、現在の活動の始まりです。
　今は、三重県産のブランド米「結びの
神」など、常時６種類ほどのお米を栽培
しています。ドローンで生育状況を確認
し、データをもとに肥料を散布するなど、
前職で培ったデジタル技術や品質管理の

ノウハウを生かして
いま す。米 作りと
いうより、「自分の
商品を 作る」感 覚
で取り組んでいます。

ಈͰ৺ֻ͚͍ͯΔ͜ͱ͸ʁ׆
農作業の安全性や米の品質の確保は、

前職での経験から強く意識していますが、
「関係性を育てること」も大切にしてい
ます。その一つとして、ご飯を好きなだけ
食べられる交流イベント「無限めし」を県内外
で開催しています。音楽やアート、地方創生
などのさまざまなテーマを通じて参加者が
つながり、新たな可
能性を広げるイベ
ントです。そういう
場所で、つじ農園が
どのような想いで
米作りをしているか

を伝えています。お客様が商品を直接見て、
納得してくださることが何より大事だと思
っていますので。
　農園には、地域の方や学生、海外の方など
多くの人が訪れます。その時もちょっと
した農作業やイベントなどのお手伝いを
お願いするんです。すると、次も来てくれ
やすくなるんですよ。そうやって関わる人
たちが、気づけば仲間になっていく。そんな
居心地のよい場づくりを心掛けています。
農園に関わってくれ
た人が笑顔で帰って
いく姿を見るたび
に、「この場所にも
価値がある」と感じ
ます。

ͯ͑͘ڭͷ໨ඪΛޙࠓ ͍ͩ͞
都市近郊の農村では、農業をやめる人が

増え、地域の活力が失われつつあります。
そんな中、つじ農園のように人が集まり、つな
がりが生まれ、事業としても成り立つ場を
全国に広げていきたいと考えています。その
ために、つじ農園をさらに充実させて、「自分
たちもやってみたい」と思ってもらえるモデル
を確立していきたいと思っています。
　また、私自身、三重県が推進する「みえ
DXセンター」で、「みえDXアドバイザーズ」
の一員として、スマート農業の導入などに
関するご相談も承っています。ぜひお気軽
にお声掛けください。

次号の
͓஌Βͤ

■ 1 月号は、令和 7 年 12 月 4 日時点の情報に基づき作成しています。
■「県政だより みえ」は、県および市町施設、スーパー、コンビニ、金融機関、郵便局などでも入手できます。
■県の公式 SNS（Facebook・X）でも、県からのお知らせを随時配信しています。
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「県政だより みえ」の発行経費の一部に充てるため企業広告を掲載していますが、内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
なお、掲載については、広告掲載業務の委託先である株式会社ウィット（ 072・668・3275 ㈹ ）までお問い合わせください。

最新情報は、各ウェブサイト、問い合わせ先
に確認をお願いします。

৽Πϕϯτ৘ใͳͲ͸ɺ͜࠷ͷݝ ͔͜ΒνΣοΫʂ
ޱ重県��͓஌らせ��Πϕント��૬ஊ૭ࡾ 検索

ຌྫ
೔ ೔ ؒظ࣌・ ड ड෇・ਃࠐ ٳ ೔ؗٳ ॴ ৔ॴ ର ର৅ ఆ ఆһ
ྉ ྉ ʢۚマーΫのないもの͸ݪଇແྉʣ 問 ໰い合Θͤઌ 5&- ి࿩ ' '"9「みえ̙̭ΞυόΠβʔζ」

のৄࡉはこちら

� ݄߸は�݄1日（日）に৽ฉંࠐ༧ఆです。

医療に関する疑問や不安などについて
相談できます。

೉පҩྍ૬ஊʢࡾॏେֶҩֶ෦ෟଐපӃ಺ʣ

ड �݄༵ʙ༵ۚ�࣌̕ʙ��࣌�˞ॕ೔、೥຤೥࢝をআ͘
ର �೉පױ者͝ຊਓやͦの͝家଒
　�ʢ三重େ学ҩ学෦ෟଐපӃのױ者͞ΜҎ֎も૬ஊで͖ますʣ

5&- 059・231・5697
三重県೉පҩྍ૬ஊ 検索

対象商品を購入した方の中から抽選で、素敵なエコ商品をプレゼントします。
東ւݝࡾҰࢢάϦʔϯߪೖΩϟϯϖʔϯ

問 ՝ࡦԹஆԽରٿ�஍ہ生ڞڥ生活෦�؀ڥ؀
5&- 059・224・2366　 ' 059・229・1016

東ւ三県ҰࢢάϦʔϯߪೖΩϟϯϖʔϯ 検索

೔ �݄̍̕೔ʢۚʣʙ݄̎̔೔ʢ೔ʣ

三重県োがいऀܳज़文化ࡇ 検索問 県োがい者ܳज़จԽ活動ࢧԉηンλー
5&- 059・232・6803　 ' 059・231・7182


ʢεςʔδൃදࡇো͕͍ऀܳज़จԽݝॏࡾ

೔ ݄̍��೔ʢ౔ʣ�࣌̕��෼ʙ��࣌
ॴ ϋϠシϢφΠςουจԽホールླ ʢࣛླࣛࢢจԽ会ؗʣけや͖ホール

歌、演劇、ダンスなどのパフォーマンスで思いや個性
を表現します。

みえϘϥϯςΟΞ　多文化　���� 検索問 みえࢢ民活動ϘランςΟΞηンλー
5&- 059・222・5995　 ' 059・222・5971

Έ͑ଟจԽڞੜΠϕϯτ

೔ �݄̍��೔ʢ౔ʣトーΫΠϕントɿ��࣌ʙ��࣌、ަྲྀ会ɿ��࣌ʙ��࣌
ड �݄̍��೔ʢՐʣまで�˞トーΫΠϕントのみ
ॴ �Ξεト௡̏֊�みえ県民ަྲྀηンλー　ఆ ��ਓ�˞トーΫΠϕントのみ

多文化共生についてのトークイベントと交流会を開催します。

みえΉ　΢Ϛ 検索

問 県૯合ത෺ ʢؗ.JF.V
 5&- 059・228・2283　 ' 059・229・8310

����೥৽य़ల ʮࣔࡾॏͷ΢Ϛͨͪʯ

೔ �̍ ݄��೔ʢ೔ʣまで�࣌̕ʙ��࣌
ٳ �೥຤೥࢝、݄༵ʢॕ೔の৔合͸ཌฏ೔ʣ
ॴ �県૯合ത෺ؗ̏֊�三重の実෺ਤؑ

干支の「午（馬）」をテーマにした特集展示を開催します。

5&- 059・223・5035

三重県೉ප૬ஊࢧԉηϯλʔ 検索

ԉηϯλʔࢧ೉ප૬ஊݝॏࡾ

ड �݄༵ʙ༵ۚ�࣌̕ʙ��࣌�˞ॕ೔、೥຤೥࢝をআ͘
ର �೉පױ者͝ຊਓやͦの͝家଒

療養や日常生活上の悩みや不安、就労などについて相談できます。

問 県౔整උ෦�ॅ୐੓ࡦ՝
5&- 059・224・2720　 ' 059・224・3147

ηϛφʔࡦՈର͖ۭݝॏࡾ

೔ �݄̍��೔ʢ౔ʣ���࣌��෼ʙ��࣌
ड �݄̍��೔ʢ݄ʣまで　ॴ �県࢛೔ࢢிࣷ
ର �ۭ͖家をॴ༗している ・ํ૬ଓ༧ఆのํなど　ఆ ���ਓ

空き家を「負動産」にしないための知識と対策を紹介
するセミナーを開催します。

三重県　ۭ͖家　ηϛφʔ 検索

　　　　令和８年1月30日（金）到着分応募締切

 　　　　　①　　？　　に 当てはまる
キーワード ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話
番号 ⑥県政だよりの入手先 ⑦県政だより
の感想を明記して、ハガキ、メール、応募
フォーム（下記二次元コード）からご応募
ください。 ※応募は１人１回限り

〒 514-8570（住所不要）
三重県広聴広報課

「県政だより1月号プレゼント」係
　 dayori@pref.mie.lg.jp

（プレゼント応募専用メールアドレス）

応募方法

県産品を当てよう！
キーワードを本紙から探して

正ղऀのத͔らநબで50人に
三重県誕生150周年記念ハンカチ
と真珠飴をϓϨθϯτʂ

郷土の誇りを胸に、 ？ を拓
ͻ Β

く
三重県誕生150周年

当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
個人情報は賞品発送および読者層の調査に関する目的以外には使用いたしません。

4県政だより みえ　令和 8 年 1 月号

https://tarafuku.org/
https://www.pref.mie.lg.jp/D1DIGITAL/mie_dx_advisors.htm
https://www.pref.mie.lg.jp/MOVIE/v1136900103.htm
http://ss230030/common/01/ci500005152.htm
https://mie-asc.jp/geibunsai/
https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/p0031300114.htm
https://www.pref.mie.lg.jp/JUTAKU/HP/m0169100124.htm
https://www.mienpo.net/news/tabunka2025/
https://www.mie-nanbyo.server-shared.com/
https://www.pref.mie.lg.jp/KENKOT/HP/86793050680.htm
https://www.pref.mie.lg.jp/EVENTS/menu.htm
https://logoform.jp/form/8vMX/1325033
mailto:dayori@pref.mie.lg.jp
mailto:koho@pref.mie.lg.jp
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